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はじめに 

21世紀以降、家畜福祉（アニマルウェルフェア）はグローバルスタンダードとなり、単調

な環境であるニワトリ用の従来型ケージが法的に禁止され始めている。しかしながら、この

ような法的規制の急激な進展に、管理システムの発達が追いついておらず、動物の行動・習

性が考慮されていない生産性の低いシステムが乱立し、畜産農家では著しく厳しい生産体制

を強いられている。そこで、この問題に対し、動物行動学・機械工学・情報科学などの必要な

あらゆる技術を投入することで、下記に示す幼少期および成熟後の生産期間全体を通じた行

動制御技術を開発し、生産性と福祉性を同時に担保する管理システムの基盤を開発したので、

下記に概説する。 

 

Animal Computer Interactionシステムの基盤構築 

幼少期環境については、母子間コミュニケーションに着目し、母鶏に育てられたヒナは摂

食量・人への親和性が著しく増加し、これらの効果は母鶏を除去した後も永続的に続くこと

を明らかにした 1, 2)。また、これらの効果は、孵化直後に動くものを母親と認識する「刷り込

み」という行動習性のみならず、霊長類にも匹敵するニワトリの高度な音声コミュニケーシ

ョンにより誘導されていることを明らかにした 3-6)。さらに、これらの現象を人為的に再構築

するため、動物の行動を自在に操ることのできるバーチャル動物をコンピューター内に構築

する技術を開発した 7)。また、この技術を 3 次元化し、首を動かしながら母鶏特有の発声

（Mother-call）を示す剥製ロボットを提示したところ、驚いたことに、この母鶏模倣型ロボッ

トによっても、ヒナ

の行動が、ほぼ完全

に誘導できること

が明らかとなった

8)。このように、鳥

類に備わる行動習

性を明らかにする

と共に、それを利用

したヒナと母鶏模

倣型ロボットとの

インテラクション

技術を初めて開発

した。 

 



福祉的飼育システムの多面的検討と新型システムの開発 

成熟後環境については、まず、ケージ飼いや放し飼いシステムなどの各種飼育システムの

長短所を検討した研究から、改良型ケージは生産性も福祉レベルも高く維持されるが、砂浴

び場における資源競争が激化することも確認された 9-14)。その原因を追及したところ、上位個

体が砂浴び場を優先利用することで 15)、砂浴び場において資源競争が増加し 16, 17)、結果とし

て生産性が低下することが示された 18)。さらに、これらの現象は改良型ケージが大型化する

ことで顕著に現れることを確認した 19)。これらの研究成果を基に、資源を分散することで資

源競争を分散できないかと着想した。そこで、資源分散型の改良型ケージを新たに考案し、

実際に砂浴び場における資源競争が大きく緩和されていることを示した 20)。さらに、その後

の実験で、資源競争の緩和により生産性が高く維持されていることもわかった 21)。これによ

り、空間デザインを一新し、高い有用性をもつ新しい改良型ケージを世界に先駆けて開発す

ることに成功した。資源を分散させるという発想は、シンプルながら、現在販売されている

多くの改良型ケージで取り入られているものとなっている（下図）。さらに、行動の概日リズ

ムの研究結果に着目し、時間による使い分けにより省スペース化を実現し、導入コストを

1/1000 にした資源敷設型ケージシステムを開発した 22)。このように、成熟後の飼育システム

の空間デザインを一新し、高い有用性をもつ新しい資源敷設型ケージを世界に先駆けて開発

することに成功した。このように、成熟後の飼育システムの空間デザインを一新し、高い有

用性をもつ新しい

資源敷設型ケージ

を世界に先駆けて

開発することに成

功した。 

 

 

 

まとめ 

家禽の行動の機構を解明し、制御することで、生産性と福祉性を担保した革新的技術を開

発した。すなわち、ニワトリの高度な母子間コミュニケーションの機構を明らかにすると共

に、その効果を再現する母鶏模倣型ロボットを構築し、ヒナの行動を自在に操る技術を開発

した。さらに、飼育環境におけるニワトリ個体間の資源競争の原理を明らかにし、資源の空

間デザインを一新することで闘争行動を解消した新しい飼育システムを開発した。 
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